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【手続補正書】
【提出日】平成20年7月31日(2008.7.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　（２）本発明の皮膚外用剤の必須成分であるダイマー酸及び／又はダイマージオールの
ジエステル体
　本発明の皮膚外用剤は、ダイマー酸及び／又はダイマージオールのジエステル体を含有
していることを特徴としている。本発明の皮膚外用剤に用いるダイマー酸のジエステル体
は、モノ－或いはジ－不飽和脂肪酸を２量体化させた後、必要に応じて水素添加して得ら
れるダイマー酸と種々のアルコールとのエステル体、さらにはダイマー酸を還元して得ら
れるダイマージオールと種々の脂肪酸とのエステル体、ダイマー酸とダイマージオールと
のエステル体などを指し、ダイマージリノール酸ジ（イソステアリル／フィトステリル）
、ダイマージリノール酸ジリノレイル、ジイソステアリン酸ダイマージリノレイルなどが
例示できる。これらの化合物は日本精化（株）より、ダイマージリノール酸ジ（イソステ
アリル・フィトステリル）がＬＵＳＰＬＡＮ　ＰＩ－ＤＡとして、ダイマージリノール酸
ジリノレイルがＬＵＳＰＬＡＮ　ＤＤ－ＤＡとして、ジイソステアリン酸ダイマージリノ
レイルがＬＵＳＰＬＡＮ　ＤＤ－ＩＳとして、市販されており、これらのものを購入して
使用することができ、好ましい。これらのダイマー酸及び／又はダイマージオールのジエ
ステル体はつや出し効果やエモリエント効果に優れており、口紅やエモリエントクリーム
などに使用されている。本発明の皮膚外用剤においては、ダイマージリノール酸ジリノレ
イルを用いることが特に好ましい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の皮膚外用剤は上記構成を有し、油性の汚れ、口紅、ファンデーションなどのメ
イクアップ化粧料、角栓などを除去するクレンジング化粧料に適用するのが好ましい。特
に、炭酸ジエステルを多量に含有し、総極性油剤量が８０％以上、さらに好ましくは９０
％以上を含有するものは、角栓の除去効果が優れており、角栓除去用のオイル型洗浄料に
適用するのが好ましい。本発明の皮膚外用剤に使用する炭酸ジエステルとしては、炭素数
が６～１０のアルコールのジエステル体を用いるときに、特に本発明の角栓除去効果が高
い。しかし、このような炭素数の少ないアルコールの炭酸ジエステル体は粘度が小さく、
皮膚上に塗布した場合に、垂れたりして、オイル型洗浄料を皮膚上に付着させておくこと
が困難な場合がある。角栓を溶解するためにはなるべくしっかりと肌状に留まっているこ
とが好ましいことから、本発明の皮膚外用剤に粘度を有する油相成分を含有させることも
本発明の好ましい形態である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の皮膚外用剤は、本発明の角栓溶解作用を妨害しない範囲で、化粧料などに使用
可能な他の成分を含有させることが可能である。このような任意成分としては、例えば、
マカデミアナッツ油、アボガド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、ヒ
マシ油、サフラワー油、綿実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、硬化ヤシ
油、硬化油、モクロウ、硬化ヒマシ油、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、
イボタロウ、ラノリン、還元ラノリン、硬質ラノリン、ホホバロウ等のオイル、ワックス
類、オレイン酸、イソステアリン酸、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステア
リン酸、ベヘン酸、ウンデシレン酸等の高級脂肪酸類、セチルアルコール、ステアリルア
ルコール、イソステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、オクチルドデカノール、ミ
リスチルアルコール、セトステアリルアルコール等の高級アルコール等、イソオクタン酸
セチル、ミリスチン酸イソプロピル、イソステアリン酸ヘキシルデシル、アジピン酸ジイ
ソプロピル、セバシン酸ジイソプロピル、セバチン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチ
ル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジカプ
リン酸ネオペンチルグリコール、ジ－２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－
エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、ト
リイソステアリン酸トリメチロールプロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタンエ
リトリット等の合成エステル油類、アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリシ
ロキサン等の変性ポリシロキサン等のシリコーン油等の油剤類、脂肪酸セッケン（ラウリ
ン酸ナトリウム、パルミチン酸ナトリウム等）、ラウリル硫酸カリウム、アルキル硫酸ト
リエタノールアミンエーテル等のアニオン界面活性剤類、塩化ステアリルトリメチルアン
モニウム、塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミンオキサイド等のカチオン界面活性剤類
、イミダゾリン系両性界面活性剤（２－ココイル－２－イミダゾリニウムヒドロキサイド
－１－カルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）、ベタイン系界面活性剤（アルキルベタ
イン、アミドベタイン、スルホベタイン等）、アシルメチルタウリン等の両性界面活性剤
類、ソルビタン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノステアレート、セスキオレイン酸ソル
ビタン等）、グリセリン脂肪酸類（モノステアリン酸グリセリン、モノラウリン酸ジグリ
セリン等）、プロピレングリコール脂肪酸エステル類（モノステアリン酸プロピレングリ
コール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリセリンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪
酸エステル類（ＰＯＥソルビタンモノオレエート、モノステアリン酸ポリオキシエチレン
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ソルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラウレー
ト等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート
、ＰＯＥ－グリセリンジイソステアレート、ＰＯＥ－グリセリントリイソステアレート等
）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ポリエチレングリコールモノオレート、ＰＯＥジステアレ
ート等）、ＰＯＥアルキルエーテル類（ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等）、ＰＯ
Ｅアルキルフェニルエーテル類（ＰＯＥノニルフェニルエーテル等）、プルロニック型類
、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシルエーテル
等）、テトロニック類、ＰＯＥヒマシ油・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ
硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪酸エステル、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤
類、ポリエチレングリコール、グリセリン、１，３－ブチレングリコール、エリスリトー
ル、ソルビトール、キシリトール、マルチトール、プロピレングリコール、ジプロピレン
グリコール、ジグリセリン、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール、２，４
－ヘキシレングリコール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール等の多
価アルコール類、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、尿素、乳酸、乳酸ナトリウム等の保
湿成分類、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチレングリコール、ベントナイト等の増粘
剤、表面を処理されていても良い、マイカ、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウ
ム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリカ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉
体類、表面を処理されていても良い、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群
青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類、表面を処理されていても良い、雲母チタ
ン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤類、レーキ化されていても良い赤色２０２
号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、
赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３
号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類、ポリエチレ
ン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラストマー等
の有機粉体類、パラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤、アントラニル酸系紫外線吸収剤、サ
リチル酸系紫外線吸収剤、桂皮酸系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、２－
（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－オクチルフェニル)ベンゾトリアゾール、４－メトキシ
－４’－ｔ－ブチルジベンゾイルメタン等の紫外線吸収剤類、エタノール、イソプロパノ
ール等の低級アルコール類、ビタミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ６塩酸塩、ビタミン
Ｂ６トリパルミテート、ビタミンＢ６ジオクタノエート、ビタミンＢ２又はその誘導体、
ビタミンＢ１２、ビタミンＢ１５又はその誘導体等のビタミンＢ類、α－トコフェロール
、β－トコフェロール、γ－トコフェロール、ビタミンＥアセテート等のビタミンＥ類、
ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロキノリンキノン等のビタ
ミン類などが好ましく例示できる。
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